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議
院
議
員
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木
宗
男
君
提
出
第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
に
参
加
を
希
望
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
に
対
す
る
外
務
省
の
対

応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
に
参
加
を
希
望
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
に
対
す
る
外
務
省

の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

ア
フ
リ
カ
及
び
先
進
諸
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
二
十
八
団
体
か
ら
各
団
体
一
名
の
代
表
を
招
待
し
た
。

二
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

第
四
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
以
下
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
外
国
か
ら
の
参
加
者
が
前
回
の
第

三
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
以
下
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
」
と
い
う
。
）
の
二
倍
以
上
の
約
二
千
五
百
人
に
上
る
一
方
、
全
体
会

合
の
会
議
場
の
広
さ
に
制
約
が
あ
る
等
の
事
情
が
あ
っ
た
の
で
、
全
体
会
合
の
入
場
許
可
証
の
数
に
つ
い
て
、
ア
フ
リ
カ
各

国
及
び
国
際
機
関
等
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
制
限
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
会
場
内
に
全
体
会
合
に
入
場
で
き
な
い
参
加
者
に
つ
い
て
も
、
生
中
継
で
全

体
会
合
の
模
様
を
傍
聴
で
き
る
施
設
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
と
は
異
な
り
、

公
式
行
事
と
し
て
、
本
年
五
月
二
十
八
日
に
、
会
場
内
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
加
者
全
員
が
出
席
す
る
市
民
社
会
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
、
全
体
会
合
に
お
い
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
参
加
者
代
表
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｔ

一



Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
と
比
較
し
て
も
、
市
民
社
会
の
参
加
は
よ
り
活
発
な
も
の
と
な
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
本
件
を
含
む
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
�
に
関
す
る
事
務
を
担
当
し
て
い
る
部
局
は
、
中
東
ア
フ
リ
カ
局
ア
フ
リ
カ
審
議
官
組

織
で
あ
り
、
そ
の
責
任
者
は
木
寺
昌
人
ア
フ
リ
カ
審
議
官
で
あ
る
。

二


